
35 

 

 

 

 

  

令和６年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

継続

資料④-１

事業名 　こども発達支援拠点施設整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

447,784

15,346 403,000 18,803 10,635

総合計画
（章）

環境をととのえ健康のあふれるま
ち

（節） 子育て環境の充実 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助
エネルギー構造高度化・転換理解促

進事業費補助金
15,346

目　的
・

目　標

　発達に支援が必要な子どもとその家族又は子どもが通う学校や保育所等に対
し、切れ目の無い一貫した支援を提供できる体制の強化・充実を図り、すべて
の子どもの健やかな成長を支援するため、子どもの発達を総合的に支援する拠
点施設を整備

前年度当初予算額 繰入金 社会福祉事業基金繰入金 8,583

事業概要

29,222
繰入金 森林環境譲与税基金繰入金 10,220

市債 市債 403,000

■旧綾部幼稚園施設を活用して、児童発達支援や放課後等デイサービス等の機
　能を一元的に備えたこども発達支援拠点施設を整備
　○事業期間：令和5年度～令和6年度
　○施設概要
　　・こども発達支援拠点施設
　　　鉄筋コンクリート造平屋建（改築） Ａ＝約518㎡
　　　木造平屋建（増築） Ａ＝約388㎡
　　・駐車場等　Ａ＝約2,500㎡
　○事業内容（令和6年度実施分）
　　・旧綾部幼稚園の一部、綾部第１、綾部第２放課後学級施設の解体
　　　Ａ＝約1,000㎡
　　・建物本体建設工事（建築・電気・地域木材活用）
　　・再生可能エネルギー導入のための整備工事
　　・監理委託、備品購入
　○供用開始：令和7年5月（予定）

背　景
・

経　緯

・子どもの健やかな発達を支援するために、発達に支援が必
　要な子どもやその家族、学校や保育所等からの相談に応じ
　助言その他の必要な援助を行う支援拠点が必要
・明治27年に試験的に開設され、明治33年に認可を受けた綾
　部幼稚園が令和5年3月に閉園

期待され
る効果

・すべての子どもの健やかな成長
・障害のある人もない人も共に暮らす共生社会の実現に向け
　た障害児等の地域社会参加・インクルージョンの推進

事業費
内訳

・役務　　  145（手数料）
・委託　  7,386（監理）
・工請　431,878（施設解体、施設整備）
・備品 　 8,375（施設用備品）

市民参加
の状況

・令和4年度利用状況
　児童発達支援利用児童数：31人
　放課後等デイサービス利用児童数：28人

他市の取
組状況

・福知山市、宮津市、京丹後市：同様の施設あり

担当課・
担当

こども支援課　家庭児童・療育担当 TEL 42-4251

（単位：千円）

・子育てに困難を抱える世帯の顕在化が進む状況の中で、
　子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化を図
　るため、令和4年6月に児童福祉法の一部を改正する法律
　が公布され、令和6年4月1日から施行
・改正児童福祉法では、市町村における児童福祉及び母子
　保健に関し包括的な支援を行う「こども家庭センター」
　の設置が努力義務化
・保健福祉センター内に「こども家庭センター」を設置す
　るに当たり、施設改修が必要

背　景
・

経　緯

期待され
る効果

・全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへの相談支援の充実
　と支援メニューに繋ぐためのマネジメントの強化

新規

資料④-２

事業名 　こども家庭センター整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

16,836
2,559 2,559 10,800 918

総合計画
（章）

環境をととのえ健康のあふれるま
ち

（節） 子育て環境の充実 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 子ども・子育て支援交付金 2,559

目　的
・

目　標

　施設を改修し、全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を行
う機能を有するこども家庭センターを設置

前年度当初予算額 府補助 子ども・子育て支援交付金 2,559

事業概要

繰入金 社会福祉事業基金繰入金 918

市債 市債 10,800

■母子保健事業を担う子育て世代包括支援センター（ぷくぷく）と児童福祉を
　担うこども家庭支援相談室（あや・ほっと）の両機能を一体的に運営するこ
　ども家庭センターを設置
■保健福祉センターの施設の一部を改修
　○事業内容
　　・家庭介護実習室（2階和室）の一部を会議室に改修　Ａ＝約54㎡
　　・授乳室の内装、扉の改修　 Ａ＝約7㎡
　　・備品購入

事業費
内訳

・工請　15,942（施設改修）
・備品     894（施設用備品）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

・福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市
　令和6年4月1日に、「こども家庭センター」を設置予定

担当課・
担当

こども支援課　家庭児童・療育担当 TEL 42-4251
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令和６年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

資料④-３

事業名 　母子保健デジタル推進事業費 新規
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

440
220 220

総合計画
（章）

環境をととのえ健康のあふれる
まち

（節） 子育て環境の充実 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 保健医療対策総合支援事業費補助金 220

目　的
・

目　標

　妊娠期から子育て期の子どもを持つ世帯へ、スマートフォン向けアプリ
ケーションを導入し、手軽に母子保健情報を管理、収集できる仕組みを整
備

前年度当初予算額

・プッシュ型の情報発信による健診等の受診促進
・予防接種スケジュールの自動提案による接種率の向上
・地域の子育て情報等の開催通知による家族・地域コミュ
　ニティの活性化
・行政サービスにおける情報発信の高度化・省力化

42-0111

事業費
内訳

・委託　440（アプリ導入、保守等） 市民参加
の状況

他市の取
組状況

・舞鶴市：導入済
・福知山市、宮津市、京丹後市：導入未済

担当課・
担当

保健推進課　母子保健担当 TEL

事業概要

■母子保健情報の管理等ができるスマートフォン向けアプリケーションを
　導入
　○母子健康手帳サポート機能
　　・妊娠から子どもの成長記録、身長、体重の記録を自動でグラフ化
　　・乳幼児健康診査、予防接種の結果の記録
　　・妊婦健診、乳幼児健診、予防接種予定のプッシュ通知
　　・家族とのデータ共有機能
　○地域子育て情報配信機能
　　・市が発信する子育て情報やイベント情報の閲覧
　　・市内の病院や公園などの子育て施設の検索機能
　○12か国語対応

背　景
・

経　緯

・子育て世帯の情報収集手段の主流はスマートフォンとな
　っており、子育て世代の20～49歳では約9割が利用
・子育てに特化したプッシュ型の情報発信を求める声あり

期待され
る効果

（単位：千円）

新規

資料④-４

事業名 　みんなで守る綾部の山林事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

7,000
7,000

総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 農林業・内水面漁業の振興 　特　定　財　源　の　内　訳

目　的
・

目　標

　安全な暮らしにつながる綾部の山林をつくるため、森林整備に係る事業
について、森林環境譲与税を活用し多角的に実施

前年度当初予算額

背　景
・

経　緯

・長年、森林の手入れがなされていないことに起因する、
　森林災害の発生リスクが高まっており、対策が必要
・近年では小規模な自伐型の森林経営にも注目が集まっ
　ており、個人・団体・林業事業体等が参画した森林整
　備を推進することで、市内の山林を守っていく気運の
　醸成に期待

期待され
る効果

・森林整備を進めることが困難であった山林の整備促進
・林業の担い手の育成
・災害の抑止及び市民の安全・安心の確保

42-4362

事業費
内訳

事業概要

・委託　1,500（講習）
・負補　5,500（補助金）

■条件不利地森林整備事業
　○森林整備が進まない森林に対して、森林所有者自らや団体等が所有者
　　の委託を受けて実施する森林整備に対して補助
　　・補助対象者：森林所有者、林業事業体、自治会・NPO団体等
　　・補助額
　　　①作業道作設：1メートルあたり2千円
　　　②搬出間伐　：定額（京都府の森林整備単価）
　　　③重機リース：1/2以内（上限100千円、バックホウ・フォワーダ等
　　　　　　　　　　が対象）
■裏山等危険木除去事業
　○京都府の補助事業の対象とならない人家裏の山林等の危険木の除去に
　　対して補助
　　・補助率：1/2（上限100千円、庭木として供されている果樹や観葉植
　　　　　　　　　 物は対象外）
■森林施業省力化推進事業
　○国・府の補助制度等の対象とならない林業機械の借上げに対して補助
　　　・補助対象者：林業事業体
　　　・補助率：1/2(上限1,000千円、トラック・バックホウ等汎用性の
　　　　　　　　　　高いものは対象外)
　　　・補助単価：一台当たりの借上金額が日額30千円以上のもの
■森林作業安全研修事業
　○自ら小規模の森林整備を実施したいと考えている個人・団体等を対象
　　に講習を実施
　　　・チェンソー、重機取扱い等の講習を実施

市民参加
の状況

・森林所有者、市民団体、林業事業者が森林整備に参画

他市の取
組状況

・福知山市、京丹後市：一部事業において類似の取組あり

担当課・
担当

林政課　林業振興担当 TEL
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令和６年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

資料④-５

事業名 　あやべ温泉等施設改修事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

6,928
6,900 28

総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 観光と交流の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

市債 市債 6,900

目　的
・

目　標

　キャンプ場の利便性を高め、あやべ温泉等東部観光関連施設への集客力
強化を図るため、園内通路を整備

前年度当初予算額

新規

・令和2年度に開始したキャンプ事業は好調で、あやべ
　温泉の利用にもつながる相乗効果あり
・令和3年度に実施した経営診断においても、キャンプ
　事業の拡大が経営改善の手段の一つとして示されて
　おり、整備が必要
・キャンプ場の利用者から、園内への車両の乗り入れ
　希望が多くあり、キャンプ事業拡大のため整備が必要

期待され
る効果

・東部地域の活性化
・観光入込客数、観光消費額及び交流人口の増加

他市の取
組状況

担当課・
担当

観光交流課　観光振興担当 TEL 42-4272

事業概要

事業費
内訳

・委託　1,918（測量）
・工請　5,010（園内通路整備）

市民参加
の状況

■キャンプ場の園内通路を整備
　○事業内容
　　・測量　　　　　Ａ＝ 20.0㎡
　　・園内通路整備　Ｌ＝250.0ｍ

背　景
・

経　緯

（単位：千円）

継続

資料④-６

事業名 　西部地域振興センター整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

44,541
39,200 5,257 84

総合計画
（章）

自治を高め心のつながりのある
まち

（節）
市民活動の促進と地域の活性
化

　特　定　財　源　の　内　訳

繰入金 まち・ひと・しごと創生基金繰入金 4,206

目　的
・

目　標

　西部地域の行政サービスや利便性の向上及び地域防災力の強化を図るた
め、新たに西部地域消防防災拠点施設と併せて西部地域振興センターを整
備

前年度当初予算額 繰入金 森林環境譲与税基金繰入金 1,051

2,332
市債 市債 39,200

事業概要

事業費
内訳

・役務　  　46（手数料）
・委託　 1,532（監理）
・工請　42,473（施設整備）
・備品     208（施設用備品）
・負補　 　282（分担金）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

担当課・
担当

定住・地域政策課
水源の里・地域振興担当

TEL 42-4271

■物部地区に西部地域振興センター及び西部地域消防防災拠点施設の複合
　施設を整備
　○事業期間：令和5年度～令和6年度
　○施設概要
　　・複合施設　　　　　 　 　　Ａ＝約335㎡
　　　うち西部地域振興センター　Ａ＝約 50㎡
　○事業内容（令和6年度実施分）
　　・建物本体建設工事（建築・電気）
　　・監理委託
　　・備品購入
　○供用開始：令和7年度（予定）

背　景
・

経　緯

・地域住民の安全・安心の確保及び地域振興を図ること
　を目的に、東部地区においては平成17年度に「上林地
　域振興支援センター」を開設
・西部地域においても地域住民の安全・安心の確保及び
　利便性の向上のため、拠点施設の整備が必要

期待され
る効果

・地域コミュニティの振興
・西部地域住民の安全・安心の確保及び利便性の向上



38 

  

令和６年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

42-1489

事業費
内訳

・需用　   60（消耗）
・役務　   76（通信運搬費）
・委託　3,278（ごみ戸別収集）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

・舞鶴市：同様の取組あり

担当課・
担当

環境保全課　クリーンセンター担当 TEL

事業概要

■集積所へのごみ出しが困難な高齢者等の世帯に対して、家庭ごみの戸別
　収集を実施
　○対象者：市内在住で、以下の要件を満たす人
　　　　　①集積所へ自ら家庭ごみを出すことができない人
　　　　　②同居または近隣家族等によるごみ出しができない人
　　　　　③介護保険・障害福祉サービスにおけるホームヘルプサービス
　　　　　　等を利用している人
　○利用料：月額500円（税抜）
　○収集日
　　・燃やして処理するごみ：
　　　　通常の収集が月曜日・木曜日の地域は木曜日
　　　　通常の収集が火曜日・金曜日の地域は金曜日
　　・燃やさないで処理するごみ：4月・10月（年2回）
　　・資源物及び有害ごみ：地域の収集日（月1回）
　○開始予定：令和6年7月

背　景
・

経　緯

・過疎や高齢化、核家族化に伴い高齢者の単身世帯が増加
　し、ごみ出しが困難でありながら必要な支援が受けられ
　ない高齢者等が増加
・適切なごみの分別や排出を促進するため、高齢者や障害
　者への支援が必要

期待され
る効果

・ごみ出しが困難な家庭の生活環境の改善
・ホームヘルプサービス等の従事者負担の軽減
・地域のニーズに合わせた行政サービスの提供

385 3,029
総合計画
（章）

環境をととのえ健康のあふれる
まち

（節） 環境保全と廃棄物対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

手数料 ごみ収集手数料 385

目　的
・

目　標

　指定の集積所まで、ごみを出すことが困難な高齢者等のごみ出しを支援
するため、ごみの戸別収集を実施

前年度当初予算額

資料④-８

事業名 　高齢者等ごみ出し支援戸別収集事業費 新規
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

3,414

（単位：千円）

資料④-７

事業名
　西部地域消防防災拠点施設整備事業費
(通信機器整備事業費、消防車両整備事業費含む)

予　　算　　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

255,715
924 234,700 19,744 347

総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 防災対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 デジタル田園都市国家構想交付金 924

目　的
・

目　標

　西部地域において市民の安全、安心な生活を守るため、地震、風水害等
の各種災害に対応するための消防防災拠点施設等を整備

前年度当初予算額 繰入金 まち・ひと・しごと創生基金繰入金 15,795

継続

・西部地域において、過疎・高齢化の進行や消防団員の
　減少による防災体制の低下が懸念
・近年の複雑多様化する災害に迅速に対応するため、地
　域防災コミュニティの核となる消防防災拠点施設の整
　備が必要

期待され
る効果

・西部地域における迅速な災害対応及び防災力の向上

12,954
繰入金 森林環境譲与税基金繰入金 3,949

市債 市債 234,700

他市の取
組状況

担当課・
担当

消防本部　管理課　庶務担当
　　　　　警防課　通信指令担当
　　　　　警防課  警防第１担当

TEL 42-0119

事業概要

事業費
内訳

■西部地域消防防災拠点施設整備事業費
　・役務　　  171（手数料）
　・委託　  5,750（監理）
　・工請　159,488（施設整備）
　・備品　  5,190（施設備品等）
　・負補　　1,056（上水道加入分担金）
■通信機器整備事業費
　・工請 　39,677（通信指令システム整備）
■消防車両整備事業費（高規格救急自動車）
　・旅費　 　　38（普通）
　・役務　  　 54（手数料、保険料）
　・備品   44,258（車両）
　・公課　 　　33（重量税）

市民参加
の状況

■物部地区に西部地域消防防災拠点施設を整備
　○事業期間：令和5年度～令和6年度
　○施設概要
　　・複合施設　　　　 　　 　　　　Ａ＝約335㎡
　　　うち西部地域消防防災拠点施設　Ａ＝約186㎡
　○事業内容（令和6年度実施分）
　　・建物本体建設工事（建築・電気）
　　・監理委託
　　・通信指令システム機器の新規設置
　　・高規格救急自動車の整備
　　・備品購入
　○供用開始：令和7年度（予定）

背　景
・

経　緯
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令和６年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

事業費
内訳

・報償　200（謝礼）
・需用　 20（消耗）
・使賃　 30（会場借上料）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

担当課・
担当

人権推進課　男女共同参画担当 TEL 42-2030

事業概要

■男女共同参画意識の醸成を図るため、ワークショップ等を開催
　○対象団体：モデル地区に認定された自治会または自治会連合会
　○実施内容：市が開催するワークショップ等に参加し、女性や若者が
　　　　　　　自治会運営に参加し活躍できる自治会運営のための
　　　　　　　「自治会運営ハンドブック」等を作成

背　景
・

経　緯

・家庭や地域社会、企業等において、ジェンダーギャップ
　の解消を図り、女性の活躍を促進
・自治会をはじめとする地域社会において、女性の役員等
　の比率が低い状況が顕著
・市民の意識改革のための働きかけが必要

期待され
る効果

・地域活動における女性の活躍促進

250
総合計画
（章）

自治を高め心のつながりのある
まち

（節） 男女共同参画社会の実現 　特　定　財　源　の　内　訳

目　的
・

目　標

　地域社会における女性の活躍促進を目的として、地域社会の中心を担う
自治会組織における男女共同参画意識の醸成を図るため、ワークショップ
等を開催

前年度当初予算額

新規

資料④-９

事業名 　自治会女性活躍促進事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

250

（単位：千円）

42-4285

新規

事業概要

事業費
内訳

・役務　   214（手数料）
・委託   4,834（設計）
・工請　36,443（施設整備）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

担当課・
担当

都市計画課　都市計画担当 TEL

■駅北駐輪場を整備
　○屋根整備
　○駐輪ラック整備 背　景

・
経　緯

・平成11年度に供用開始
・歩行者の通行の妨げになるなど、自転車利用者の駐輪マナ
　ーが課題

期待され
る効果

・利用者の安全性及び利便性、快適性の向上
・駐輪ラックを整備することにより駐輪台数を増加

前年度当初予算額 繰入金 開発関連施設整備基金繰入金 10,000

0
総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 生活の安全性の向上 　特　定　財　源　の　内　訳

繰入金 地域振興基金繰入金 31,491

目　的
・

目　標

　綾部駅北駐輪場の利用増大により、利用環境の向上と自転車駐輪対策の推進
が必要

資料④-10

事業名 　綾部駅北駐輪場整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

41,491
41,491
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（単位：千円）

事業費
内訳

・役務　   125（手数料）
・委託　 8,896（設計、監理）
・工請　53,698（施設改修）

市民参加
の状況

■まちづくりセンターの大規模改修
　○事業期間：令和6年度～令和7年度
　○事業内容
　　・実施設計　一式
　　・監理委託
　　・屋上防水改修　　　Ａ＝約322㎡
　　・外壁（南側）改修　Ａ＝約650㎡
　　・会議室の増設　2部屋
　　・会議室の改修　1部屋
　　・エレベーター整備　1基
　　・トイレ改修　洋式化2か所、多目的トイレ新設1か所
　○供用開始：令和7年度冬（予定）

背　景
・

経　緯

事業概要

・通常の利用に加え、災害時や緊急時には避難所として使用

他市の取
組状況

担当課・
担当

総務課　行政担当 TEL 42-4218

新規

・昭和61年度に建設され、築37年が経過、経年劣化により
　施設の維持補修が必要
・税の申告や期日前投票等を利用しやすい環境整備を図る
　ための会議室の増設や、災害対策本部会議の開催場所を
　常設化するための会議室の改修が必要
・施設のバリアフリー化を推進するため、エレベーター整
　備及びトイレ改修が必要

期待され
る効果

・施設の長寿命化
・利用者の利便性の向上

19
総合計画
（章）

自治を高め心のつながりのあるま
ち

（節） 健全な行財政運営と広域連携 　特　定　財　源　の　内　訳

市債 市債 62,700

目　的
・

目　標

　まちづくりセンターの大規模改修を実施し、施設の長寿命化を図るととも
に、利用者の利便性を向上

前年度当初予算額

資料④-12

事業名 　まちづくりセンター大規模改修事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

62,719
62,700

（単位：千円）

資料④-11

事業名 　市民活動拠点施設（仮称）整備事業費 継続
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

155,546
117,000 38,546

総合計画
（章）

自治を高め、心のつながりのあ
るまち

（節）
市民活動の促進と地域の活性
化

　特　定　財　源　の　内　訳

繰入金 地域振興基金繰入金 38,546

目　的
・

目　標
　旧図書館を改修し、市民活動拠点施設（仮称）を整備

前年度当初予算額 市債 市債 117,000

・市民、団体等の利便性の向上

46,950

42-4248

事業費
内訳

・役務　  　135（手数料）
・委託 　 4,161（監理）
・工請　151,250（施設整備）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

担当課・
担当

市民協働課　市民活動推進担当 TEL

事業概要

■市民活動拠点施設（仮称）の整備
　○事業内容
　　・監理委託
　　・屋根、外壁、内装改修
　　・エレベーター棟増築　Ａ＝18.8㎡
　　・倉庫増設　1基

背　景
・

経　緯

・令和5年度に旧図書館施設の活用について検討
・旧図書館を市民活動の拠点施設となるよう整備
・老朽化により継続利用が困難な施設が存在

期待され
る効果
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  （単位：千円）

継続

事業概要

資料④-13

事業名 　総合運動公園改修事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

204,735
202,700 2,000 35

総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） スポーツの振興 　特　定　財　源　の　内　訳

諸収入 ネーミングライツ料 2,000

目　的
・

目　標
　総合運動公園の改修等を実施し、施設を適正に維持管理

前年度当初予算額 市債 市債 202,700

・公共施設の適正管理

42,756

42-4356

事業費
内訳

・委託　204,735（スコアボード改修） 市民参加
の状況

他市の取
組状況

担当課・
担当

文化・スポーツ振興課　文化・スポーツ振興担当 TEL

■あやべ・日東精工スタジアム（あやべ球場）のスコアボード改修
　○事業期間：令和5年度～令和6年度
　○事業内容（令和6年度実施分）
　　・スコアボード改修業務　一式

背　景
・

経　緯

・昭和63年の京都国体をきっかけに、昭和59年9月以降、
　周辺を一体的に整備してきたが、経年劣化により施設
　と備品が老朽化

期待され
る効果

（単位：千円）

期待され
る効果

・地震発生時の被害の軽減

10,800

4,200
総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 防災対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 社会資本整備総合交付金 5,400

目　的
・

目　標

　木造住宅の耐震改修を促進し、震災に強いまちづくりを推進

前年度当初予算額 府補助 木造住宅耐震改修等事業費補助金 4,800

拡充

資料④-14

事業名 　木造住宅耐震改修費補助事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

14,400
5,400 4,800

・負補　14,400（本格8件、簡易6件）
事業費
内訳

事業概要

■木造住宅の耐震性の向上を図るための耐震改修に対する補助金
■本年度は本格耐震改修工事で評点を1.0以上に向上させるものは補助限度額
　を拡充
　（令和6年度から令和7年度までの時限的措置）
　○対象：昭和56年5月31日以前に着工し、現在完成している木造住宅で、耐
　　　　　震診断の結果、評点が1.0未満と診断されたもの
　○本格耐震改修（通常）
　　・補助額：1,250千円（上限）
　　　　　　　（改修後も評点1.0未満の場合は1,000千円）
　　・補助率：5/6（改修後も評点1.0未満の場合は4/5）
　○本格耐震改修（多雪区域）
　　・補助額：1,500千円（上限）
　　　　　　　（改修後も評点1.0未満の場合は1,200千円）
　　・補助率：5/6（改修後も評点1.0未満の場合は4/5）
　　・多雪区域：老富町、光野町、故屋岡町、五泉町、睦寄町、五津合町、
　　　　　　　　八津合町
　○簡易耐震改修
　　・補助額：400千円（上限）
　　・補助率：4/5
■本年度は本格耐震改修について、市内全域を多雪区域と同等の補助限度額へ
　拡充（令和6年度から令和7年度までの時限的措置）
　○対象：昭和56年5月31日以前に着工し、現在完成している木造住宅で、耐
　　　　　震診断の結果、評点が1.0未満と診断されたもののうち、耐震改修
　　　　　工事で評点を1.0以上に向上させるもの
　○本格耐震改修（通常）
　　・補助額：250千円（上限）
　　・補助率：5/6

市民参加
の状況

他市の取
組状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

建築課　建築担当 TEL 42-4287

背　景
・

経　緯

・京都府が令和6年度から令和7年度までの時限的措置で本格
　耐震改修における補助限度額の引上げを実施
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（単位：千円）

資料④-15

事業名 　災害時応急対策整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

8,414
8,414

総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 防災対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

目　的
・

目　標

　備蓄物資の計画的な整備や大規模災害時の避難所のプライバシー対策等
を実施することによる防災機能の強化

前年度当初予算額

拡充

・府戦略的地震防災対策推進プランによる重点備蓄品目
　について府と本市とが共同で1/2ずつ備蓄
・震災等の大規模災害や、局地的短時間大雨による浸水
　被害の発生に対する備えが必要

期待され
る効果

・一定量の資材備蓄による避難所運営の円滑化

6,651

・避難所の運営協力
・市民、消防団及び自主防災会の自助、共助

他市の取
組状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

防災・危機管理課　防災・危機管理担当 TEL 42-4222

事業概要

事業費
内訳

・需用　1,555（消耗、食糧）
・備品　6,859（ジョイントスクリーン等）

市民参加
の状況

■備蓄食料及び保存水の整備
　○アルファ化米　 　　　3,000食
　○保存水（500ml）　　　4,104本
■避難所における災害・感染対策用品の整備
　○ジョイントスクリーン    25台
　○自動ラップ式簡易トイレ　 5台
　○手洗い用タンクセット　　24個
　○イージーアップテント　　12張
　○簡易ベッド              20台
　○寝袋                    20個

背　景
・

経　緯


